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福島県地域公共交通計画の検討の進め方 

 
１．検討の全体像等 

（１）計画策定フロー 

〇計画策定に向けて、以下のフロー図に基づき進める。 

 

図 計画策定フロー 

①課題の整理について 

〇各調査や資料・データ等の整理により得られた結果を組み合わせ、県全体及び圏域における地域や公共

交通等における現状・問題点を整理した上で、県全体に係る公共交通の課題を整理する。 

〇また、県全体の課題整理を踏まえつつ、圏域の地域特性や公共交通の現状・問題点等から圏域単位での

公共交通における課題もあわせて整理する。 

■圏域単位の課題の整理について 

〇圏域別の課題では、喫緊の課題を抱える具体な路線名も

挙げ、また、必要に応じて関連するフィーダー系統や域内

交通についても触れるなど、「県全体：総論」「圏域別：各

論」となるように棲み分ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■福島県地域公共交通
計画の取りまとめ

■地域公共交通計画の基本的な方針、数値目標及び具体的施策の検討

■福島県の問題点の
分析及び課題の整理

■上位・関連計画、既存資料等に基づく公共交通の位置付け、役割及び福島県の現状整理

地域及び公共交通等の現状整理 各種調査の整理・分析

本県の公共交通に係る課題の整理

公共交通に係る基本方針及び目標の整理

具体施策の検討 実現化方策の検討

計画の推進方策の整理

県計画の方向性の整理（仮説整理）

福島県地域公共交通計画（案）のとりまとめ

協議会②

地域部会①×4

協議会③

地域部会④×4

勉強会

地域部会③×4

協議会④

協議会①

地域部会②×4

図 課題整理イメージ 図 圏域別の整理イメージ（秋田県の事例） 

『県全体』の現状・問題点

県全体の特性・県を取り巻
く情勢・問題点等

広域路線を取り巻く現状・
問題点等

『圏域』の現状・問題点

圏域の特性・圏域を取り巻
く情勢・問題点等

圏域の広域路線を取り巻く
現状・問題点等

広域公共交
通に求めら
れる役割
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圏域単位の課題
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②公共交通に係る基本方針及び目標の整理について 

〇県づくりの指針や施策を示す県の最上位計画である、福島県総合計画（2022～2030）が掲げる本県の将

来像『「ひと」「暮らし」「しごと」が調和しながらシンカ（深化、進化、新化）する豊かな社会』の実現

に向け、公共交通が果たす役割などを踏まえて、『福島県の公共交通が目指すべき姿』として基本方針を

検討する。 

〇また、広域的な公共交通に係る県全体の課題等も踏まえて、計画期間内で達成すべきゴールとして基本

目標として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③福島県地域公共交通計画の構成について 

〇計画の構成については、県民に対して広く周知し、わかりやすい内容とするため、地域特性や公共交通

に係る現状整理などについては資料編（別冊構成）にするなど、本編には課題～基本方針・目標～具体

施策などの比較的シンプルな構成にすることを想定する。 

 

表 本計画の構成イメージ（時点案） 
区分 章 項目 

本編 第 1 章 計画の概要 計画策定の目的、計画の位置付け、計画の期間、計画の対象 

第２章 本県の公共交通に係

る課題 
県全体の課題、圏域別の課題 

第３章 計画の基本方針・基本

目標 

基本方針、基本目標・施策の方向性、公共交通ネットワークの将

来像、指標・数値目標、地域公共交通確保維持改善事業の必要性 

第４章 目標を達成するため

の具体施策 
施策体系、各施策の概要 

第５章 計画の推進 計画の推進・管理体制、計画の評価・管理方法 

資料編 地域特性等 地域の概況 

公共交通の現状等 地域公共交通の概要、その他 

上位・関連計画における位置付

け・役割 

県の総合計画及び関連計画の概要 

市町村計画の概要 

  

県全体の課題

課題１

課題２

課題３

上位・関連計画

国の基本方針

福島県の公共交通が目指すべき姿
（基本方針）

計画期間内で達成すべきゴール
（基本目標）

目標１

目標２

目標３

指標１

指標２

指標３・
・
・

・
・
・

・
・
・

基本方針の実現・基本目標の
達成に向けた具体施策

施策１

施策２

施策３

・
・
・

図 基本方針・基本目標と課題や具体施策の関係性イメージ 
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（２）現状整理や各種調査等の実施について 

〇地域の移動実態等の把握や、公共交通の現状、関係主体等の意向等を把握するため、以下に示す調査・整

理を行う予定としている。 

表 現状整理や各種調査等の概要 

項目 概要 対象 実施の狙い 

地域特性等の

整理 

既往データ等を用いて、移動実態等に

ついて整理（公表・非公表データ、ビ

ッグデータ等） 

県内（県内を 7 圏域に

分けて整理予定） 

県民の市町村を跨ぐ

広域的な移動実態（移

動ニーズ）等を把握 

公共交通等の

現状整理 

公共交通の輸送実績等の整理、特に全

ての広域路線バスを対象として、定量

分析によるグルーピングを実施 

同上 

公共交通サービスの

提供状況の把握、及び

分析を実施 

市町村アンケ

ート調査 

市町村の公共交通担当課を対象に、メ

ールによるアンケート調査を実施 

全 59市町村の公共交通

担当課 

課題認識や県・事業者

への要望等を把握 

交通事業者ア

ンケート調査 

県内の交通事業者を対象に、メールに

よるアンケート調査を実施 

鉄道、バス、空港ビル、

タクシー協会 

交通事業者の実情・意

向等を把握 

高校アンケー

ト調査 

県内の高校（担当教員が回答）へメー

ルによるアンケート調査を実施 

県内の全高校（公立・私

立） 

高校生の通学実態、統

廃合の影響等を把握 

交通拠点環境

調査 

県内の主要な交通拠点を対象として

現地踏査により、機能・設備等の実態

確認調査を実施 

主要な交通拠点（市町

村の意向等を踏まえ決

定） 

機能・設備、バリアフ

リー機能等の実態を

把握 

 

①地域特性等の整理について 

〇本県の地域特性や公共交通の実態等の整理は、

既存資料・データ等の収集・整理や各種調査等

により得られた結果等を GISデータ化し、空間

的に問題点等をわかりやすく整理する。 

〇なお、県全体の整理のほか、圏域単位での整理

も行うこととし、日常生活の結びつきなどから

７圏域に分けた整理を行うことを想定する。 

 

 

 

 

〇移動実態の把握については、公共交通について検討する上で重要となることから、目的ごとに詳細に整

理を行います。整理にあたり使用するデータは、国・県が公表する資料・データや、非公表の所有デー

タ等のサンプル数の多いデータを活用する。 

表 目的別の移動実態の把握の概要と活用データ一覧 
目的 概要 活用データ 

通勤 ○市町村間の通勤流動の把握 2020国勢調査、ビッグデータ 

通学 ○市町村間の通学流動の把握 2020国勢調査、高校アンケート調査 

通院 ○各市町村から各病院への通院流動を把握 レセプトデータ 

買物 
○買回り品・最寄り品別の市町村間の買物

流動の把握 
2019消費購買動向調査 

その他（観光・

ビジネス等） 

○市町村間の移動実態の把握 

○観光客・ビジネス客などの県外からの移

動実態の把握 

ビッグデータ（KDDI 社 KLD） 

川俣町

伊達市

只見町

檜枝岐村

南会津町

下郷町

昭和村

金山町 三島町
会津美里町

会津若松市
郡山市

須賀川市

天栄村

西郷村

白河市

棚倉町

塙町

矢祭町

鮫川村

浅川町
古殿町

いわき市

石川町中島村
泉崎村

矢吹町

鏡石町
玉川村

平田村

小野町

川内村

広野町

楢葉町

富岡町

大熊町

双葉町

浪江町

田村市

葛尾村

南相馬市

相馬市

新地町

飯舘村

二本松市

三春町

本宮市

大玉村

猪苗代町
磐梯町

北塩原村

西会津町

会津坂下町湯川村

喜多方市

福島市

桑折町

国見町

宮城県

栃木県

茨城県

柳津町

県北

会津

南会津

県央

県南

相双

いわき

図 ７圏域の区分 
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②公共交通等の現状整理について 

〇路線バスについては、「現在の立ち位置」を明確にするため、広域路線バス（地域間幹線系統、県単補

助、市町村補助路線、その他）を対象として、発注者・交通事業者から提供される運送実績等のデータ

を用いた定量的な分析・評価を実施する。 

〇また、系統ごとの通学対応、通院対応、買物等対応などの広域移動への対応可能性（ポテンシャル）に

ついても整理し、各路線が果たしている役割を整理する。 

表 系統別の定量的な分析・評価結果イメージ（青森県の整理事例） 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇また、地域部会において市町村や交通事業者との協議を進める中で、特に喫緊の課題を抱える系統や詳

細に利用実態を把握すべき系統などが発生した場合には、必要に応じて、交通事業者から提供されるデ

ータを基に、個別に具体的な利用実態（バス停別利用者数、便別利用者数、バス停別車内乗車人数な

ど）を整理します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※個別路線の情報に係る部分を黒塗りで表示。  

4 1
5

1
5 2 1 2 1 3 1 2 2

9
1 1

5 2 1 3 1 2 2 3 3 2 5
1

6 3 3 4 3 4
12

6 7 5 3 3 5 2
9 6 4 1 2

8 5
1 1 3

-1 -2 -4 -1 -3 -1 -1 -2 -1 -1 -2 -1 -3 -1 -1 -1 -5 -6
-1 -3 -1

-6 -4 -4 -2 -4 -4
-10

-41

-18

-6 -2 -5 -4

-26

-50
-40
-30
-20
-10

0
10
20
30
40
50

三
戸
営
業
所

上
同
心
町

同
心
町

三
戸
郵
便
局
前

城
山
公
園
前

三
戸
町
役
場
前

下
町

六
日
町

川
守
田

久
慈
町

下
元
木
平

元
木
平

駅
前
角

大
向

向
小
学
校
前

門
前

南
部
分
庁
舎
前

沖
田
面

玉
掛

諏
訪
ノ
平

高
瀬

上
名
久
井

上
名
久
井
下
町

広
場

名
川
分
庁
舎
前

名
久
井
小
学
校
通

八
坂
神
社
前

五
日
市

ひ
だ
ま
り
館
前

下
名
久
井

名
農
高
前

ｹ
ﾞｰ
ﾄﾎ

ﾞｰ
ﾙ
場
前

剣
吉
局
前

剣
吉
荒
町

桜
町

剣
吉
駅
前

上
斗
賀

下
斗
賀

福
田
入
口

苫
米
地
駅
通

南
部
町
役
場
前

下
苫
米
地

福
地
局
前

高
橋

小
泉

高
岩

上
野

昼
場

烏
沢

一
日
市
通

八
幡

神
社
前

下
八
幡

上
田
面
木

田
面
木

松
園
町

馬
場

根
城

司
法
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
前

根
城
小
学
校
前

新
組
町

桜
木
町

新
荒
町

荒
町

二
十
三
日
町

十
三
日
町

中
心
街
②
八
日
町

二
十
八
日
町

Ｎ
Ｔ

Ｔ
前

下
組
町

栄
町

ラ
ピ
ア
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

乗車

降車

固有区間

三戸町 南部町 南部町 八戸市

コミバスと経路重複 コミバスと経路重複

3

9

13

9

4

2

1

3

3

1

5

5

1

1

18

11

24

27

18

8

3

3

2

1

1

2

23

26

45

44

28

11

1

0 10 20 30 40 50 60

5:57

6:42

7:32

10:52

16:12

17:22

19:35

4

4

4

3

10

2

2

2

2

2

2

3

8

23

10

20

15

16

3

1

1

5

1

1

15

35

16

29

28

21

0 10 20 30 40 50 60

7:17

11:37

16:37

17:37

18:37

19:27

図 便別利用者数の整理イメージ 
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２．策定に向けた全体スケジュール等 

〇計画策定に向けた各種整理や調査の実施時期、及び各種会議の実施時期については下表に示すタイミング

を予定する。 

表 全体スケジュール 

 

表 協議会の開催概要（案） 
区分 回数 時期 内容 会議資料（想定） 

本
協
議
会 

第 1 回 令和 5 年 7 月 
〇地域公共交通計画の策定趣旨について 

〇計画策定の進め方等について 

○策定趣旨資料（趣旨・検討項

目・スケジュール等） 

第 2 回 令和 5 年 10 月 
〇各種調査の結果概要について 

〇地域公共交通計画（骨子案）について 

○各種調査の結果概要（時点版） 

○地域公共交通計画（骨子案） 

第 3 回 令和 5 年 12 月 
〇地域公共交通計画（素案）について 

〇パブリックコメントの実施について 
○地域公共交通計画（素案） 

第 4 回 令和 6 年 3 月 

〇パブリックコメントの結果について 

〇地域公共交通計画（案）について 

〇次年度の事業計画書等について 

○地域公共交通計画（最終案） 

地
域
部
会
｟
４
地
域
｠ 

第 1 回 令和 5 年 6 月 
〇地域公共交通計画の策定趣旨について 

〇計画策定の進め方等について 

○策定趣旨資料（趣旨・検討項

目・スケジュール等） 

第 2 回 令和 5 年 9 月 

〇各種調査の概要（途中経過）について 

〇地域公共交通の仮設整理について 

〇地域公共交通計画（叩き台）について 

○各種調査の結果概要 

○地域公共交通計画（骨子案） 

第 3 回 令和 5 年 10 月 

〇各種調査の結果概要について 

〇圏域別の課題整理について 

〇地域公共交通計画（骨子案）について 

※終了後、勉強会を開催予定（次頁参照） 

○各種調査の結果概要 

○圏域別の課題（案） 

○地域公共交通計画（骨子案） 

第 4 回 令和 5 年 12 月 

〇圏域別の将来像等の整理について 

〇地域公共交通計画（素案）について 

〇次年度の事業計画書等について 

○地域公共交通計画（素案） 

○アクションプラン（案） 

  

上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

（１）計画策定準備

（２）上位・関連計画、既存資料等に基づく公共交通の位置付け、役割及び福島県の現状整理

①県計画の方向性の整理（仮説整理）

②地域及び公共交通等の現状整理

③各種調査の整理・分析

・市町村アンケート調査

・交通事業者アンケート調査

・高校アンケート調査

・交通拠点環境調査

（３）福島県の問題点の分析及び課題の整理

①地域及び公共交通の特性等の整理・分析

②本県の公共交通に係る課題の整理

（４）地域公共交通計画の基本的な方針、数値目標及び具体的施策の検討

①公共交通に係る基本方針及び目標の整理

②具体施策の検討

③実現化方策の検討

④計画の推進方策の整理

（５）福島県地域公共交通計画の取りまとめ

①福島県地域公共交通計画（素案）の整理

②パブリックコメントの実施支援

③福島県地域公共交通計画（案）の取りまとめ

（６）活性化再生法第6条に規定する協議会等の開催及び運営支援

①協議会の開催支援

②地域部会の開催支援

③勉強会の開催支援

2023年

2月 3月

2024年

実施項目 8月 9月 10月 11月 12月 1月5月 6月 7月

準備・調整等
実施・集計・分析
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※勉強会の開催について 

〇公共交通のオープンデータ化の促進や、GTFSデータの活用促進に向けて、交通事業者や市町村を対象とし

た勉強会を開催する。（第 3回地域部会の開催に合わせて、各部会の後に実施する予定） 

〇勉強会では、オープンデータに係る基本的な事項や意義のほか、事例なども交えつつ作成によるメリット

などの講習を行い、「そもそも、なぜオープンデータ化が必要なのか」の認識共有を図る。 

表 勉強会の開催概要 

項目 概要 

時期 

（予定） 

〇令和 5年 10月 
※第 3回地域部会と同時期に開催 

回数 

〇各部会で 1回ずつ開催（県北地域部会、県中・
県南地域部会、会津・南会津地域部会、相双・
いわき地域部会 

参集対象 〇市町村の担当者、交通事業者 

プログラム 

（現時点の

想定） 

〇公共交通のデータ活用に精通した外部講師（合
同会社 Modip を予定）を招集して開催 
１．開会・挨拶（5分） 
２．勉強会（75分程度） 
・オープンデータ化の基本事項について 
・オープンデータ化によるメリットについて 
・他都市の事例について 

３．質疑応答（15分） 
４．閉会 

 

３．交通事業者・市町村への協力依頼事項 

〇計画策定にあたり、交通事業者及び市町村の公共交通担当課にご協力をいただきたい点については以下の

とおりである。 

表 協力依頼事項 

対象 概要 

市町村 

〇市町村アンケート調査への協力 
・広域的な公共交通に対する各市町村の課題感の把握や、県や交通事業者に対して求
めることの把握など、課題の整理や具体的な施策の検討にあたり、重要な項目とな
るため、趣旨をご理解いただいた上で、ご協力をお願いしたい。 

〇各市町村の公共交通会議での県計画の説明 
・県計画の概要や素案などについて、各市町村の公共交通会議を開催するタイミング
で報告事項として共有いただきたい。（もし意見等が出た場合には、ご報告いただき
たい） 

〇各種データ等の提供 
・計画を検討するにあたり、各市町村が保有するデータ等が必要となる場合には、提
供をお願いしたい。（データの種別によると思われるため、その際に改めて相談） 

交通事業者 

〇交通事業者アンケート調査への協力 
・市町村と同様、広域的な公共交通に対する各市町村の課題感の把握や、県や市町村
に対して求めることの把握など、課題の整理や具体的な施策の検討にあたり、重要
な項目となるため、趣旨をご理解いただいた上で、ご協力をお願いしたい。 

〇各種データ等の提供 
・計画を検討するにあたり、交通事業者が保有するデータ等について、可能なかぎり
提供をお願いしたい。データ公表の可否など、提供の条件なども調整の上、趣旨をご
理解いただき、ご協力をお願いしたい。 

共通 

〇その他、調査・検討への協力 
・県の調査を進める上で、市町村担当者や交通事業者が有する知見・関係性（人脈など）

が必要となる場合、ご協力をお願いしたい。（必要となった際に個別に相談） 

 

写真 勉強会の開催イメージ 


